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2隠岐の島町議会だより新しい議会構成

新
体
制
が
決
ま
る

　

隠
岐
の
島
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
、

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任

委
員
会
や
特
別
委
員
会
の
構
成
も
新
た
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

尚
、
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
新
た
に
「
竹

島
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ごあいさつ
　５月１０日の臨時議会において、議員各位のご推挙により、議長に就任

させていただくことになりました。誠に身に余る光栄であり、この職責を

しっかり果たしてまいります。

　３月に発生した東北地方太平洋沖地震は、４ヶ月経った現在も原発問題

等予断を許さない状況が続いておりますが、被災された地域の方々には、

一日も早い復興と、安心・安全な生活基盤が訪れることを心からお祈りい

たします。

　隠岐の島町におきましては、低迷する経済状況、行財政改革、交通対策、

少子化対策、定住化対策等々、多くの課題が山積しておりますが、町民の

皆様の目線に立ち、安心して暮らせる町づくり、活力ある町づくりに精一杯

努めてまいります。

　また６月２８日には、「竹島対策特別委員会」を設置し、竹島の領土権

回復のため、調査・研究を行い、その対策を講じてまいります。

　今後とも町民の皆様の、ご指摘・ご協力を賜りますようお願い申し上げ

ましてご挨拶といたします。

隠岐の島町議会

議長　池田信博

議長選挙の結果

池 田 信 博 　 １３票

髙 宮 陽 一 　 　１票

安 部 和 子 　 　１票

副議長選挙の結果

石 田 茂 春 　 １１票

髙 宮 陽 一 　 　４票

議長に池田信博氏
副議長に石田茂春氏

　

５
月　

日
に
第
１
回
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
４
件
の
案
件
を
可

決
、
承
認
し
た
。

◎
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て

　

事
件
の
和
解
に
関
す
承
認

　

(

農
業
公
社)

　

４
月
８
日
に
６
件
の
協
定
を
結
び

　

和
解
に
つ
い
て
。

◎
隠
岐
の
島
町
地
区
集
会
施
設

　

設
置
及
び
管
理
条
例

　
　

先
岬
集
会
所
の
廃
止
に
つ
い
て
。

◎
隠
岐
の
島
町
公
営
バ
ス
設
置

　

及
び
管
理
条
例

　

・
公
営
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る

　
　

業
務
委
託
の
改
正
。

◎
隠
岐
の
島
町
分
担
金
徴
収
に

　

関
す
る
条
例

　

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

　
　

事
業
の
追
加
。
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平
成　

年

第
１
回

臨
時
議
会
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副議長　 石田茂春 議長　 池田信博

隠岐の島町議会だより3 新しい議会構成

　

町
政
全
般
の
総
合
的

な
計
画
や
、
農
林
水
産

振
興
、
観
光
振
興
、
道

路
な
ど
の
調
査
研
究
お

よ
び
審
査
を
し
ま
す
。

　

◎

遠

藤

義

光

　

○

斎

藤

昭

一

　
　

前

田

芳

樹

　
　

小

野

昌

士

　
　

石

田

茂

春

　
　

福

田
　

晃

　
　

松

森
　

豊

◎

前

田

芳

樹

○

福

田

晃

　

小

野

昌

士

　

斎

藤

昭

一

　

石

田

茂

春

　

米

澤

寿

重

　

遠

藤

義

光

　

松

森
　

豊

◎

安

部

大

助

○

安

部

和

子

　

前

田

芳

樹

　

石

田

茂

春

　

遠

藤

義

光

　

福

田
　

晃

◎

小

野

昌

士

○

斎

藤

幸

広

　

安

部

大

助

　

平

田

文

夫

　

米

澤

寿

重

　

安

部

和

子

◎

斎

藤

昭

一

○

是

津

輝

和

　

斎

藤

幸

広

　

石

田

茂

春

　

福

田
　

晃

　

安

部

和

子

◎

平

田

文

夫

○

髙

宮

陽

一

　

安

部

大

助

　

前

田

芳

樹

　

小

野

昌

士

　

遠

藤

義

光

　

松

森
　

豊

隠
岐
広
域
連
合
議
会

是

津

輝

和

髙

宮

陽

一

遠

藤

義

光

福

田
　

晃

安

部

和

子

松

森
　

豊

議
会
運
営
委
員
会

　

◎

平

田

文

夫

　

○

是

津

輝

和

　
　

髙

宮

陽

一

　
　

遠

藤

義

光

　
　

米

澤

寿

重

　

地
域
保
健
、
医
療
、

地
域
福
祉
や
、
教
育
、

文
化
な
ど
の
調
査
研
究

お
よ
び
審
査
を
し
ま
す
。

　

◎

髙

宮

陽

一

　

○

安

部

大

助

　
　

平

田

文

夫

　
　

斎

藤

幸

広

　
　

是

津

輝

和

　
　

米

澤

寿

重

　
　

安

部

和

子

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

教

育

民

生

行
財
政
改
革

　
　

特
別
委
員
会

医
療
対
策

　
　

特
別
委
員
会

竹
島
対
策

　

 

特
別
委
員
会

議
会
広
報
調
査

　
　

特
別
委
員
会

総
合
交
通
対
策

　
　

特
別
委
員
会

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会

に
於
い
て
、
議
員
発
議
で
提

出
さ
れ
た
「
竹
島
対
策
特
別

委
員
会
設
置
に
つ
い
て
」
の

議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

混
迷
の
度
合
い
を
深
め
て
い

る
竹
島
の
領
有
権
回
復
に
関

し
て
、
よ
り
専
門
的
に
調
査

・
研
究
・
行
動
を
し
て
、
そ

の
対
策
を
講
ず
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
目
的
は
、「
武
力
で

日
本
固
有
の
領
土
・
竹
島
を

占
拠
し
、
奪
取
し
よ
う
と
し

て
い
る
韓
国
の
行
動
を
た
だ

傍
観
し
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
島
根
県
内
で
の
運

動
を
全
国
的
に
展
開
し
、
国

際
法
に
照
ら
す
場
に
領
有
権

回
復
運
動
の
輪
を
繋
げ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と

し
、
８
名
の
構
成
員
と
し
ま

し
た
。
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■
蛸
木
漁
港
南
防
波
堤
改
良

　

東
物
揚
場
工
事

・
契
約
額

　
　
　

１
億
１
０
２
５
万
円

・
業
者
名

　

  

徳
畑
建
設（
株
）

■
西
田
箕
浦
線

　

災
害
防
除
工
事

・
契
約
額

　
　
　
　
　

５
４
６
０
万
円

・
業
者
名

　

  

徳
畑
建
設（
株
）

■
公
共
下
水
道
管
路
布
設

　

（
栄
町
１
号
幹
線
そ
の
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　

工
事

・
契
約
額

　
　
　
　
　

５
４
０
７
万
円

・
業
者
名

　
　

（
株
）
渡
辺
工
務
店

■
公
共
下
水
道
管
路
布
設

　

（
栄
町
１
号
幹
線
そ
の
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　

工
事

・
契
約
額

　
　
　
　
　

５
４
６
０
万
円

・
業
者
名

　
　

（
有
）
花
岡
組

■
公
共
下
水
道
管
路
布
設

　

（
西
町
吉
田
１
工
区
）
工
事

・
契
約
額

　
　
　
　
　

７
２
４
５
万
円

・
業
者
名

　
　

（
株
）
竹
田
組

□
隠
岐
の
島
町
死
亡
家
畜

　
　
　

一
時
保
管
施
設

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

隠
岐
島
後
地
区
死
亡
家
畜

　
　
　
　

処
理
運
営
協
議
会

・
指
定
期
間

　

平
成
23
年
７
月
１
日
～

　

平
成
28
年
３
月
31
日

□
隠
岐
国
分
寺

　
　
　

蓮
華
会
舞
演
舞
場

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

隠
岐
国
分
寺

　
　
　

蓮
華
会
舞
保
存
会

・
指
定
期
間

　

平
成
23
年
７
月
１
日
～

　

平
成
26
年
３
月
31
日

□
隠
岐
国
分
寺

　
　
　

外
苑
牛
突
き
場

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

（
社
）隠
岐
の
島
町
観
光
協
会

・
指
定
期
間

　

平
成
23
年
７
月
１
日
～

　

平
成
26
年
３
月
31
日

◇
隠
岐
の
島
町
議
会
議
員

　

の
定
数
条
例

　
　

今
ま
で
議
員
の
定
数
は

　

地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ

　

て
い
た
が
、
条
例
改
正
に

　

よ
り
上
限
数
に
係
る
制
限

　

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　◇

特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の

　

の
報
酬
及
び
、
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例

　
　

農
業
委
員
、
教
育
委
員
、

　

学
校
特
別
非
常
勤
講
師
な

　

ど
の
報
酬
額
の
改
正
。

　
　

年
額
を
月
額
に
変
更
。

　
　

一
時
間
当
た
り

２
５
０
０
円
を
２
０
０
０
円

　
　

に
変
更
。

◇
隠
岐
の
島
町
水
道
事
業
の

　

設
置
等
に
関
す
る
条
例

　

・
給
水
人
口

１
万
３
７
８
０
人
を

　
　

９
７
０
０
人
に
変
更
。

　

・
１
日
最
大
給
水
量

８
４
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を

　

７
９
８
０
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　

に
変
更
。

◇
隠
岐
の
島
町
簡
易
水
道
事

　

業
給
水
条
例

　
　

飯
美
、
卯
敷
地
区
が
布

　

施
簡
易
水
道
の
区
域
に
変

　

更
。

◇
隠
岐
の
島
町
農
業
近
代
化

　

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

　
　

隠
岐
の
島
町
米
貯
蔵
施

　

設
及
び
隠
岐
の
島
町
死
亡

　

家
畜
一
時
保
管
施
設
の
利

　

用
料
金
が
定
め
ら
れ
ま
し

　

た
。

　

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
の

吉
田
倭
文
世
氏
と
野
津
憲
一

氏
が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
続
き
野
津
憲
一
氏
を
ま
た
、

新
た
に
重
栖
隆
快
氏
を
委
員

に
す
る
こ
と
に
同
意
。

　

現
在
の
委
員
の
井
上
弘
司

氏
か
ら
６
月
30
日
を
も
っ
て

辞
任
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め

新
た
に
松
本
福
二
氏
を
委
員

に
す
る
こ
と
に
同
意
。

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

工

事

請

負

契

工

事

請

負

契

約

条
例
改
正
な
ど

条
例
改
正
な
ど

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て

中
財
産
区
管
理
会
委
員
の

中
財
産
区
管
理
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

選
任
同
意
に
つ
い
て

補正予算、条例改正など隠岐の島町議会だより5

米低温貯蔵施設

復旧が進む箕浦道路

補正予算、条例改正など 隠岐の島町議会だより ４

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
28
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
や

各
特
別
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
指
定
管
理
者
の
指

定
、
平
成
22
年
度
の
各
会
計
の
専
決
処
分
で

あ
り
、
隠
岐
の
島
町
農
業
公
社
、
隠
岐
の
島

町
教
育
文
化
振
興
財
団
、（
株
）ふ
せ
の
里
、

隠
岐
の
島
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

松
田
町
政
に
対
し
て
７
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
し
、
補
正
予
算
に
は
３
名
の
議
員
が

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
、
一
般
会
計
補
正

予
算
の
概
要
は
、
町
長
・
職

員
・
議
員
等
の
報
酬
・
給
与

カ
ッ
ト
や
職
員
の
人
事
異
動

に
よ
る
人
件
費
の
調
整
。
５

月
10
日
の
豪
雨
災
害
に
伴
う

災
害
復
旧
事
業
。
緊
急
雇
用

対
策
事
業
や
基
金
へ
の
積
立

な
ど
で
あ
る
。
財
源
は
、
国
、

県
の
補
助
金
、
起
債
（
借
金
）

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

◆
災
害
復
旧
事
業
費

　
　
　
　
　

４
６
３
２
万
円

　

５
月
10
日
の
豪
雨
で
災
害

に
あ
っ
た
農
林
水
産
業
施
設

の
復
旧
事
業
の
補
正
で
あ
り

ま
す
。

◆
緊
急
雇
用
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　

１
７
９
３
万
円

　

竹
林
伐
採
整
備
事
業
や
布

施
地
区
一
棟
調
査
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
事
業

な
ど
６
事
業
で
の
雇
用
創

出
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

助
成
事
業
費

　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

　

唐
井
自
治
会
、
上
那
久
地

区
、
栄
町
３
町
内
会
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
。

◆
光
フ
ァ
イ
バ
ー

　

通
信
網
引
込
み
事
業
費

　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

　

１
０
０
件
分
の
引
込
み
工

事
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
委
託
。

◆
職
員
給
与
及
び
共
済
費

　
　
　
　

▲
８
４
３
９
万
円

　

特
別
職
・
職
員
の
給
与
削

減
や
人
事
異
動
に
伴
う
減

額
。

◆
財
政
調
整
基
金
費
へ
の

　
　
　
　
　
　

積
立
費

　
　
　
　
　

６
５
０
０
万
円

　

経
済
対
策
事
業
の
財
源
と

し
て
６
５
０
０
万
円
の
積
立
。

◆
女
川
町
出
島
小
中
学
校

　
　
　

交
流
事
業
費

　
　
　
　
　
　

２
６
０
万
円

　

宮
城
県
女
川
町
の
小
中
学

生
26
名
と
自
然
体
験
交
流
を

行
い
、
楽
し
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
で
受

け
た
心
の
傷
の
癒
し
の
一
助

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

主
な
歳
出

６月定例会６月定例会

５
月
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
な
ど

８
０
２
０
万
円
を
増
額
補
正

８
０
２
０
万
円
を
増
額
補
正

概　

要

交流基点　都万ログハウス
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金
と
比
べ
割
高
感
が
拭
え
な

い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
国

に
働
き
か
け
る
と
の
思
い
が
、

隠
岐
の
島
町
広
報
５
月
号
で

住
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ

る
頃
に
は
、
隠
岐
汽
船
は
料

金
値
上
げ
を
社
内
決
定
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
。

町
長　

今
回
の
値
上
げ
は
、

燃
油
の
高
騰
等
、
運
航
経
費

の
増
加
で
あ
り
、
経
営
上
の

判
断
と
考
え
て
い
る
。

◎
離
島
航
路
寄
港
地
に
つ
い

て議
員　

離
島
航
路
整
備
法
第

１
条
で
は
、
離
島
航
路
事
業

で
国
は
特
別
の
助
成
を
し
、

航
路
の
維
持
改
善
を
図
り
、

そ
の
目
的
は
、
民
生
の
安
定

及
び
向
上
に
資
す
る
。
第
２

条
で
は
離
島
航
路
と
は
、
本

土
と
離
島
と
を
連
絡
す
る
航

路
、
離
島
の
島
々
を
連
絡
す

る
航
路
と
あ
り
ま
す
。
昨
今

島
前
１
港
・
島
後
１
港
論
が

浮
上
し
て
い
る
。
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

一
部
で
は
そ
の
よ
う

な
意
見
を
お
持
ち
の
方
が
お

ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
次
期
高

速
船
の
寄
港
地
問
題
に
つ
い

て
も
、
現
行
の
も
の
を
基
本

と
し
て
協
議
検
討
を
す
る
。

◎
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
の

醸
成
つ
い
て

議
員　

隠
岐
の
島
へ
の
来
訪

意
欲
を
高
め
る
為
に
、
観
光

資
源
の
認
知
度
強
化
と
共
に

重
要
な
の
は
、
来
訪
者
の
満

足
度
を
高
め
る
と
共
に
、
把

握
し
た
様
々
な
ニ
ー
ズ
か
ら

的
確
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
、
隠
岐
の
島
の
各
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
や
住
民

の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を

向
上
さ
せ
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
不
可
欠
と
思
う
が
。

町
長　

「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
持
ち
接
し
て
お
り
ま
す
が
、

来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
る

ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
さ
ら

な
る
「
も
て
な
し
の
気
持
ち
」

を
醸
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
繋

げ
た
い
。

◎
推
進
す
る
協
働
・
連
携
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

議
員　

観
光
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
住
民
、
観
光
関
連

事
業
者
、
観
光
関
連
団
体
、

観
光
協
会
、
行
政
な
ど
の
協

働
が
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
ら

が
主
体
性
、
役
割
、
責
任
を

持
ち
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、

と
も
に
汗
を
か
き
、総
合
的
、

有
機
的
に
連
携
し
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
特
に
、
隠
岐
の
島
の
観

光
は
、
観
光
資
源
の
発
信
が

各
々
の
管
理
で
行
わ
れ
、
観

光
資
源
の
連
携
が
乏
し
く
隠

岐
の
島
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

点
を
線
で
繋
ぎ
連
携
を
と
っ

た
企
画
、
宣
伝
、
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

町
長　

隠
岐
の
観
光
を
考
え

た
時
、
島
前
、
島
後
の
連
携

は
不
可
欠
で
あ
る
。
各
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
観
光
振
興

に
努
め
る
。

◎
隠
岐
航
路
運
賃
値
上
げ
に

つ
い
て

議
員　

町
長
は
、
隠
岐
航
路

料
金
は
高
速
道
路
、
Ｊ
Ｒ
料

◇

観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

◇

離
島
交
通
と
交
通
網
整
備
に
つ
い
て

質問した議員

平田文夫・福田　晃

斎藤昭一・遠藤義光

前田芳樹・斎藤幸広

安部大助

町政を問う！

平田文夫議員

平
田
議
員　

新
と
あ
る
が
初

め
て
の
、
行
為
か
。

斎
藤
総
務
課
長　

本
年
度
は

初
め
て
で
あ
る
。

議
員　

過
去
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

課
長　

あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

議
員　

本
町
か
ら
の
派
遣
は
、

１
７
４
０
万
円
か
。

課
長　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

議
員　

期
間
は
。

課
長　

要
求
は
２
年
だ
が
、

協
定
書
は
１
年
で
あ
る
。

議
員　

職
員
の
身
分
等
に
関

す
る
要
領
は
、
地
方
自
治
法

２
５
２
条
17
の
規
定
に
基
づ

い
て
の
行
為
か
。

課
長　

検
討
し
た
行
為
で
、

あ
る
。

議
員　

派
遣
は
、
職
員
の
気

持
ち
を
十
分
配
慮
す
べ
き
と

思
う
が
。

門
脇
副
町
長　

配
慮
し
た
い
。

髙
宮
議
員　

企
業
誘
致
の
た

め
の
マ
ン
ガ
配
信
事
業
の
導

入
の
経
過
は
。

定
住
対
策
課
長　

「
も
の
づ

く
り
学
校
の
作
り
方
イ
ン
隠

岐
の
島
町
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
。
現
場
の
言
え
な
い
大
事

を
漫
画
化
し
て
誰
に
で
も
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

人
材
を
育
成
す
る
。

議
員　

町
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

課
長　

こ
の
事
業
を
継
続
す

れ
ば
若
者
の
雇
用
の
場
と
な

る
。
業
務
量
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
、
若
者
の
新
た
な
雇

用
確
保
が
期
待
で
き
る
。

議
員　

思
い
付
き
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

課
長　

努
力
す
る
。

【
一
般
財
源
】

・
特
別
交
付
金
・
・
・
１
億
８
０
３
７
万
円

・
町
民
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
０
万
円

【
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
】

・
安
心
安
全
な
学
校
づ
く
り
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
６
３
万
円

・
住
宅
補
助
金
・
・
・
・
・
２
５
４
０
万
円

・
基
金
に
積
立
・
・
・
１
億
２
３
０
０
万
円

・
町
営
住
宅
建
設
事
業
費
（
宮
城
ヶ
丘
、
宮
の
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲
４
３
３
７
万
円

・
農
業
生
産
法
人
設
立
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲
１
９
０
０
万
円

・
災
害
復
旧
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

▲
１
億
１
９
９
０
万
円

　

本
来
な
ら
議
会
の
議
決
が
必

要
な
事
項
を
ᷝ
首
長
が
議
会
に

諮
ら
ず
自
分
で
決
め
る
こ
と
ᷞ

緊
急
で
ᷝ
議
会
を
招
集
す
る
時

間
が
な
い
時
な
ど
限
ら
れ
た
場

合
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
ᷞ

ま
た
ᷝ
同
法
で
は
ᷝ
専
決
処
分

を
し
た
場
合
は
次
の
議
会
で
報
告

し
ᷝ
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
ᷞ

専決処分、総括質疑など 隠岐の島町議会だより ６

専
決
処
分
と
は…

平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び

　
　
　
　

各
特
別
会
計
の
補
正
予
算

１
億
２
３
０
０
万
円

　
　
　
　
　

基
金
に
積
立

予算・条例等をチェック！

髙宮陽一・平田文夫

 （
新
）
隠
岐
広
域
連
合
交
流

　
　
　

派
遣
人
件
費
負
担
金

　
　
　
　
　

１
０
９
４
万
円

 マ
ン
ガ
ネ
ッ
ト

　
　
　

配
信
事
業
は

専決処分主
な
歳
入

主
な
歳
出

宮の前団地


